
内閣府政務官の離任式で感無量

政務官として地方創生の現場を視察しました

　内閣府大臣政務官を退任しました。女性活躍、少子化対策、
子ども子育て、地方創生、デジ田構想、消費者行政、拉致対策
など、幅広く仕事をさせていただきました。何よりも「こども
家庭庁」の創設に関われたことは誇りであり、政治家冥利に尽
きるものでした。今後は党の方からしっかりと政府をバック
アップしてまいります！

鹿児島県議会に若き女性議員が誕生！
　先日行われた鹿児島市郡区の県議会議員補欠選挙において、
岩重あやさんが当選されました。シングルマザーとして子育
てをしながら社会保険労務士の資格を取得し、県内各地の事
業者の方々と膝詰めで対話を重ねてきた岩重さんは、まさに
私の掲げる女性活躍を地でいく素敵な方です。その経験を生
かし、鹿児島県のために活躍されることを期待しています！

　地方創生の担当政務官として山形県を視察しました。産学官連携
の鶴岡サイエンスパークや、村山市の高校の廃校跡を活用したコワー
キングスペース、上山市の空き家リノベーション事業のほか、山形
市では、かつて長島町で副町長を務めた総務省の後輩である井上貴
至副市長の案内のもと、障害のある子も一緒に遊ぶことができるイ
ンクルーシブ施設「コパル」を訪問し、実り多き視察となりました。

みやじ拓馬ミニ集会を開催しました
　昨年の総選挙後初めてとなる地元での国政報告会を開催しまし
た。「農業、観光、土木、安保」だけではなく「女性活躍、子ども・
子育て、障害福祉」を訴える『自民党っぽくない』男性議員の話
を郡山里岳集落の皆様に聴いていただきました。衆議院は常在戦
場です。地道にコツコツ草の根で政治信条を訴える。次期衆院選
に向け、これからも地に足のついた活動を続けてまいります！
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伝統行事の良さをあたらめて実感
～皆与志町の棒踊りが3年ぶりの開催～

　皆与志町の棒踊りに参加させていただきました。コロ
ナ禍により3年ぶりの開催とのことでしたが、地域の皆
様の喜ぶ顔を拝見し、私まで元気をいただくとともに、
あらためて地域コミュニティにとっての伝統行事の大切
さを実感しました。

若者に未来を託す！
～自民党学生部による全国研修会～

　自民党本部で開催された全国研修会に鹿児島県連
学生部のメンバーが参加しました。普段地元で活動して
いる彼らに「こどもまんなか社会」や経済安保、デジタ
ル化など多くのことを学んでもらいました。我々自民党
は常に若者の挑戦と成長を応援しています！

こども家庭庁設立準備室にて訓示
～子どものため「大人の事情」を捨てよ～

　こども家庭庁設立準備室の大臣訓示に参加しまし
た。先の通常国会最終日ギリギリで成立した同庁設置
法。来年 4/1のスタートに向け、大人の言い訳を捨て、
政府一体となって「こどもまんなか社会」の実現に邁
進してまいります！

安倍元総理の訃報に触れて
～民主主義と日本を守り抜く決意を新たに～

　参院選最終盤に、憲政史上最も長く総理大臣を務められ
た安倍晋三元総理が凶弾に倒れました。8 年前の私の初陣
において川内駅前に応援に駆けつけていただいたことが昨
日のことのように思い出されます。暴力に決して屈すること
なく前を向き、民主主義と日本を守り抜くことを誓います!

鹿児島県盲ろう者友の会を訪問
～触覚デザイナーの盲ろう者と再会～

　大学時代からお付き合いのある先天性盲ろう者で、触
覚デザイナーの田畑快仁さんが父方の故郷である鹿児島
を訪れたのに合わせ、鹿児島県盲ろう者友の会にお邪魔
しました。久しぶりに触手話を使って会員の皆様と交流
し、楽しくも有意義なひとときを過ごすことができました。

男子高校生から激励されました！
～若者一人ひとりに向き合う政治家でいたい～

　ある日の朝の辻立ちの際、バスケの試合に向かう男子
高校生から「小学生の頃、母に連れられて宮路さんの話を
聞きに行きました。頑張ってください！」と声をかけられま
した。心から嬉しかったです！これからも、若者一人ひとり
に向き合う政治家であり続けたいと思います。
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